
ユリノキ葉色素の季節変動と染色メカニズムの解明
時習館高校 SSH生物部

動機 ユリノキ：本校のシンボルツリー
ユリノキ葉を有効活用したい
ユリノキ染めで
より鮮やかな発色をさせたい

方法

Ⅰ色素の季節変動と発色への影響

⒉金属媒染で色が様々に変わる

令和3年度までの成果
⒈葉の収穫時期によって
染まり方が異なる

秋：ピンク色
夏：黄色 が強く発色

特にミョウバン
＋錫媒染では
黄色が顕著に
濃くなる

⒊蒸留水で抽出するよりも
水道水で抽出すると濃く染まる

目的
・収穫時期によって発色が異なる

Ⅰ葉の色素量の季節変動と
発色への影響を調べる

・水道水と蒸留水で染まり方が異なる
Ⅱ 抽出溶媒の条件による
発色への影響を調べる

・原液でピンク色, ミョウバン＋錫媒染で黄色
Ⅲ 最も濃く染まる媒染の割合
ピンク色・黄色に染まる最適条件
を調べる

Ⅳ 落葉（廃棄物）でも染色したい

⒈布の前処理

⒌高速液体クロマトグラフィー
e-HPLCことりで吸光度を測定
・そのままの抽出液
・標準試薬(ルチン、ケルセチン)を添加
・染色後の抽出液
・各種媒染液を添加

⒊熱水・メタノールで抽出
熱水抽出・・・刻んだ葉を沸騰した水で 20分間抽出
メタノール抽出・・・刻んだ葉をメタノールに浸して1時間

⒉ユリノキ葉の採取 夏の葉･･･ 2021年 8月23日
2022年 9月10日

秋の葉･･･ 2021年11月20日
冬の葉･･･ 2021年12月23日
晩夏の葉･･2022年 9月30日
落葉･････ 2022年10月1日

⒋媒染液の添加・染色

ルチンまたはケルセチン？
仮説：夏に黄色の色素が増えている

図１ 標準ルチン溶液と夏熱水抽出液の比較

ルチン
含まれている
※ケルセチンは極微量

▲未処理 ▲豆乳処理                             

・木綿の主成分セルロース －に帯電
植物の葉に含まれる色素 －に帯電

・絹（カイコガの繭）
・タンパク質 ＋に帯電

反発

結合

豆乳に浸け、
タンパク質を付着させる

ことで布に色素が
吸着しやすくなる。

図２ ルチンの構造式

結果

図３ ユリノキ葉熱水抽出液の染色前後のクロマトグラムの比較

ル
チ
ン
？

・夏，秋，冬で同様の成分
・わずかな季節変動がみられる

考察：ルチンが夏に増えている
とは言えない

染色後に複数の物質のピークが減少
  →布に吸着したか、沈殿した
考察：ルチンより低分子？の

複数の物質が布に吸着し
発色している



Ⅱ 溶媒の条件

Ⅳ 落葉染め

まとめ・考察
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仮説：水道水のpHまたは
             含有物質が濃さの原因

Ⅲ媒染条件
仮説・黄色が濃く染まるミョウバン錫媒染割合

・ピンクが濃くなる媒染 もある
ミョウバン＋錫の
添加割合を変える
玉ねぎ染めを参考に

アルカリ添加
濃度を変える

ミョウバン添加
→黄色変

錫添加
→沈殿物の発生

カラムとの相互作用が小さい複数の物質が減少
減少した物質は錯体を
形成し布に吸着した考察

▲繭玉での染色

・落葉でも
染色可能

・濃く染まる
・媒染で発色も
変えられる

浮遊物が多く、木綿では
染めムラができやすい

課題

・抽出液の成分に季節変動はある。
・葉中のルチン濃度は夏より秋に大きい。
・ピンク色に染める色素が秋に増えるのでは
ないか。

・黄色にする媒染の最適条件は
AlNH4(SO4)2 4.22×10⁻¹＋SnCl₂  8.85×10⁻² (mol/L)
焼きミョウバン 塩化錫(Ⅱ)

・ピンク色にする媒染の最適条件は
     NaHCO₃  1.19×10⁻² (mol/L)
またはCa(OH)₂  1.35(mol/L)

・落ち葉でも緑の葉と同様に抽出・媒染・染色
が可能だが、染めムラができやすい。

今後の展望
・秋に増える物質の同定
・水道水で濃く染まる原因物質の同定
・落葉染めでの染めムラの原因を特定
染めムラの少ない方法を模索

・葉中のカテキン類(EGCG)の有無と季節
変動を調べる
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ルチン濃度は
秋＞冬＞夏

季節変動するが
秋に大きい
季節変動する
物質はいずれも
秋に増える

考察：ピンクに染める色素が秋に増える

AlNH₄(SO₄)₂ 4.22×10⁻¹
SnCl₂ 8.85×10⁻² (mol/L)
NaHCO₃ 1.19×10⁻²(mol/L)
Ca(OH)₂ 1.35(mol/L)

媒染によってはっきりとした
色の違いを出すことに成功

表1 季節及び抽出液の違いによるルチン濃度

図４ 各季節の熱水抽出液の比較

図７ 媒染前後の秋熱水抽出液の比較

酢酸(酸性)で熱水抽出

黄色が濃く発色

考察：黄色の色素は酸性条件下で抽出されやすい

・黄色の色素は酸性条件下で抽出されやすい。

図５ 酢酸抽出と水抽出の比較

・抽出液が酸化すると赤みが濃くなることから
カテキン類が酸化されて ポリフェノール重合
体が生成し染色に寄与しているのではないか。

クロマトグラムと検量線
からルチン濃度を推定
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